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森ノ宮医療大学創立 10周年特別企画 
「高齢者とチーム医療」 
 
 
はじめに 
 
鍼灸学科・理学療法学科を擁する医療系大学として平成 19年に誕生した本学は、今年度開学 10周年を迎
えました。平成 23年度には看護学科、そして 10周年目にあたる平成 28度からは臨床検査学科・作業療法学
科が新設され、“医療系総合大学”として前進を続けています。本学は専門職養成大学としての質の高い教育
だけでなく、大学の社会的使命である研究活動も積極的に推進し、教育と研究の両輪で社会貢献を目指して
おります。近年、医療技術の進歩あるいは医療形態や患者様のニーズの多様化に伴い、チーム医療の重要性
が叫ばれていますが、本学は医療系総合大学としての特性を生かし、チーム医療を意識した教育・研究両面
を展開しております。 
この度、森ノ宮医療大学創立 10周年の節目に、記念学術大会を企画し、超高齢社会日本の現状における大
きな課題である「高齢者とチーム医療」をテーマとしたシンポジウムを開催致しました。各専門医療職の高
齢者医療に関する研究内容を紹介して頂き、高齢者医療へのチームとしてのアプローチについて、非常に興
味深い知見が発表されました。 
本紀要では、「高齢者とチーム医療」のシンポジストの先生方の研究内容や各領域の現状などをまとめて頂
き、特別企画として掲載いたしました。今後もさらに研究を進め、成果を発信し、医学・医療の発展に貢献
していく所存でございます。 
 
森ノ宮医療大学創立 10周年記念学術大会 大会長 
森ノ宮医療大学学長 
荻原 俊男 
 
「高齢者とチーム医療」 
・三木屋良輔 サルコペニアを呈する高齢者への運動効果について 3 
・松熊 秀明 高齢者のフレイルにおける鍼灸治療の役割と可能性 17 
・松下  太 認知症の人へのリハビリテーションアプローチによる 
 生活行為と QOLの改善～作業療法を中心に～ 25 
・外村 昌子 高齢者の転倒予防について 33 
・脇  英彦 高齢者における胸痛鑑別の重要性について 41 
・老田 準司 介護予防を目指した体操開発に関する研究 49 
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